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７
月

日
（
土
）
か
ら
、
町
内

１９

４
海
水
浴
場
に
監
視
員
が
配
置
さ

れ
、
本
格
的
な
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
ま
す
。

松
崎
町
は
、
こ
の
夏
の
期
間
、

１
年
の
う
ち
で
最
も
観
光
客
が
訪

れ
、
地
域
の
人
口
が
急
増
し
ま
す
。

町
で
は
、
観
光
客
は
も
と
よ
り
、

町
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
に
、
海
上
保
安
部
や
警
察

等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、

夏
期
期
間
中
の
安
全
で
快
適
な
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

判 定海水浴場名

適 合（水質Ａ）松 崎

適 合（水質ＡＡ）岩 地

適 合（水質Ａ）石 部

適 合（水質ＡＡ）雲 見

海水浴場の水質検査結果について

（５月１４日採水）

＜参考＞ 海水浴場の水質の判定基準

透明度COD（※）油膜の有無
ふん便性
大腸菌群数

区 分

１ｍ以上
２mg/L
以下

油膜が
認められない

不検出
（検出限界２個／１００ml）

水質ＡＡ

適

１ｍ以上
２mg/L
以下

油膜が
認められない

１００個／１００ml以下水質Ａ

１ｍ未満～
５０㎝以上

５mg/L
以下

常時は油膜が
認められない

４００個／１００ml以下水質Ｂ

可
１ｍ未満～
５０㎝以上

８mg/L
以下

常時は油膜が
認められない

１，０００個／１００ml以下水質Ｃ

５０㎝未満
８mg/L
超

常時油膜が
認められる

１，０００個／１００mlを
超えるもの

不 適

（※）ＣＯＤとは、水の中に含まれている汚れ（主に有機物の汚れ）を数値化したものです。

賀
茂
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
海
水
浴
場
の
水
質
検
査
の
結
果

は
、
次
表
の
と
お
り
、
い
ず
れ
も

「
適
合
」
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
安
心
し
て
海
水
浴
が
楽

し
め
ま
す
。

な
お
、
放
射
性
物
質

は
、
検
出
限
界
未
満
で
す
。

町
内
の
海
岸
で
は
、
水
上
バ
イ

ク
利
用
者
の
増
加
に
よ
り
、
利
用

者
と
漁
業
関
係
者
や
海
水
浴
客
と

の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
発
生
し
て
い

た
た
め
、
水
上
バ
イ
ク
の
利
用
を

ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

町
内
の
４
海
水
浴
場
で
は
、
海

水
浴
場
開
設
期
間
で
あ
る
７
月
１９

日
（
土
）
か
ら
８
月

日
（
日
）

２４

ま
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
除
細
動
器
）
を

配
備
す
る
と
と
も
に
、
専
門
的
な

知
識
を
有
す
る
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー

を
配
置
し
、
安
心
安
全
な
海
水
浴

場
と
し
て
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

海
岸
の
陸
閘
等
は
津
波
対
策
の

た
め
、
常
時
閉
鎖
が
原
則
で
す
が
、

松
崎
海
岸
で
は
、
下
図
に
丸
印
で

示
し
た
箇
所
に
限
り
、
海
水
浴
場

開
設
期
間
中
は
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー

が
管
理
を
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印

印
印
印
印
印

○
乱
暴
な
言
動
、
威
勢
を
示

す
行
為

○
遊
泳
区
域
外
で
の
遊
泳

○
夜
間
遊
泳
お
よ
び
酒
気
を

帯
び
て
の
遊
泳

○
機
関
を
用
い
る
ボ
ー
ト
等

の
航
行

○
も
り
、
や
す
、
水
中
銃
等

の
使
用

○
危
険
物
の
持
込
み

○
危
険
で
風
俗
を
害
す
る
た

き
火
、
野
外
パ
ー
テ
ィ
ー

○
許
可
を
受
け
て
い
な
い
車

両
の
乗
り
入
れ

○
許
可
を
受
け
て
い
な
い
営

業
行
為

※
条
例
に
違
反
す
る
者
に
は

罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

松
崎
町
海
水
浴
場
に
関
す
る

条
例
（
抜
粋
）

海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴浴
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
でででででででででででででででででででででででででで
のののののののののののののののののののののののののの
禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁
止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行

海
水
浴
場
で
の
禁
止
行
為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為為

松崎港入口に設置されている看板

水
質
検
査
結
果

水
上
バ
イ
ク
・
海
浜
対
策

松崎海水浴場区域

夏夏
期
対
策
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

夏
期
対
策
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

安
全
で
快
適
な
夏
に
向
け
て

【
問
合
せ
】

賀
茂
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

松
崎
保
健
支
援
室

（
４
２
）
０
２
６
２
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年
間
観
光
客
数
の
３
割
以
上
が

夏
の
シ
ー
ズ
ン
に
集
中
し
て
い
る

た
め
、
賀
茂
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
街
頭
パ
レ
ー
ド
や
ポ
ス
タ
ー

の
掲
出
、
チ
ラ
シ
の
配
布
に
よ
る

広
報
活
動
、
食
品
営
業
施
設
の
監

視
指
導
、
食
品
営
業
者
に
対
す
る

講
習
会
を
開
催
し
、
食
中
毒
防
止

に
努
め
ま
す
。

宿
泊
施
設
や
飲
食
店
で
は
、
衛

生
管
理
に
留
意
し
、
食
中
毒
の
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

賀
茂
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

松
崎
保
健
支
援
室

（
４
２
）
０
２
６
２

◆
地
震
・
津
波
対
策

松
崎
町
消
防
団
で
は
、
津
波
に

関
す
る
広
報
が
あ
っ
た
場
合
や
大

き
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
は
、

ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
、
観
光
協
会
、

自
主
防
災
組
織
と
協
力
し
、
海
水

浴
客
の
避
難
誘
導
を
行
い
ま
す
。

各
海
水
浴
場
か
ら
避
難
す
る
場

合
は
、
松
崎
海
水
浴
場
は
避
難
ビ

ル
と
な
っ
て
い
る
「
伊
豆
ま
つ
ざ

き
荘
」
か
「
伊
東
園
ホ
テ
ル
」
へ
、

食
中
毒
防
止
対
策

消
防
防
災
対
策

岩
地
・
石
部
・
雲
見
海
水
浴
場
で

は
、
避
難
誘
導
の
指
示
や
誘
導
看

板
に
従
っ
て
近
く
の
高
台
へ
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
水
難
事
故
防
止
対
策

消
防
団
員
が
普
通
救
命
講
習
を

受
講
し
、
水
難
事
故
が
発
生
し
た

場
合
に
、
速
や
か
に
応
急
処
置
が

で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

ご
み
対
策

７
月

日
（
月
）
か
ら
８
月

２１

２４

日
（
日
）
は
、
次
表
の
と
お
り
日

程
を
変
更
し
て
ご
み
収
集
を
行
い

ま
す
。

◆
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
松
崎
へ
の
持
込
み

【
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
】

午
前
８
時

分
か
ら
午
後
４
時

分

３０

３０

【
土
・
日
曜
日
・
祝
日
】

午
前
８
時

分
か
ら
午
前

時

分

３０

１１

３０

【
問
合
せ
】

ク
リ
ー
ン
ピ
ア
松
崎

（
４
５
）
０
６
０
２

生
活
環
境
課
（
４
2
）
3
9
6
9

交
通
安
全
対
策

◆
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

県
民
一
人
一
人
が
、
自
ら
の
交

通
安
全
に
関
す
る
意
識
を
高
め
、

交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。

【
実
施
期
間
】

７
月

日
（
金
）
か
ら

日
（
日
）

１１

２０

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

安
全
を

つ
な
げ
て
広
げ
て

事
故

ゼ
ロ
へ

【
運
動
の
重
点
】

○
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故

防
止

○
追
突
事
故
の
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

【
運
動
の
内
容
】

○
街
頭
指
導

○
巡
回
広
報

○
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

○
交
通
診
断

○
の

り
旗
の
掲
出

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

青
少
年
の
健
全
育
成

７
月
は
、
青
少
年
非
行
・
被
害

防
止
強
調
月
間
で
す
。
家
庭
・
学

校
・
地
域
社
会
で
連
携
し
、
青
少

年
健
全
育
成
お
よ
び
非
行
・
被
害

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
町
で
は
「
あ
い
さ
つ
・

返
事
・
後
し
ま
つ
」
を
合
言
葉
に
、

３
つ
の
実
践
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

大
人
か
ら
積
極
的
に
実
践
し
、

子
ど
も
と
関
わ
る
こ
と
が
青
少
年

健
全
育
成
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

可燃ごみ収集日程

収集日

（曜日）
収 集 地 区

月・水・金
東区、西区、南区、中区、
宮内、伏倉、道部、岩科地区

火・木・土北区、江奈地区、桜田、中川地区

月～土岩地、石部、雲見

分別ごみの収集日程

桜田・伏倉

宮内・道部
中 川 地 区江 奈 地 区

岩科地区・三浦地区
（注）

東・西・南・北・中区

２回目１回目２回目１回目２回目１回目２回目１回目２回目１回目

２５日１１日２４日１０日２３日９日２２日８日２１日７日７月

２２日８日２１日７日２０日６日１９日５日１８日４日８月

※毎月１回目の収集日には粗大ごみを、２回目の収集日には植物性廃食油の回収を行っています。
（注）三浦地区は７月２９日（火）、８月１２日（火）に分別収集を行います。収集品目はカン・ビン・ペットボトルのみです。

ぼ
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平
成

年
度
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

２５

ス
効
果
で
景
気
が
緩
や
か
に
回
復

し
て
き
て
い
ま
す
が
、
伊
豆
の
観

光
客
の
回
復
ま
で
に
は
至
ら
ず
、

下
半
期
は
富
士
山
プ
ラ
ン
等
の
効

果
も
あ
り
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
が
、
２
月
の
大
雪
や
上
半
期
の

減
少
が
大
き
く
、
宿
泊
客
数
は
、

１
８,
６
６
０
人
（
前
年
比
１,
０

８
８
人
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
地
域
の
皆
様
に
多
く
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
会
食
と
温

泉
入
浴
で
は
、
会
食
が
６,
２
２
３

人
（
同

人
増
）、
入
浴
が
２,
２

３４

４
０
人
（
同
５
４
５
人
増
）
と
増

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
つ
ざ
き
荘
を
じ
ゃ
ら
ん
ネ
ッ

ト
で
検
索
し
て
も
、
人
気
順
の
順

位
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
値
引
き
企
画
の
設
定
や
体

験
プ
ラ
ン
の
提
供
等
で
積
極
的
な

Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
町
民
紹

介
割
引
き
プ
ラ
ン
等
で
町
民
の
皆

様
に
必
要
と
さ
れ
る
施
設
と
な
る

よ
う
改
善
を
図
り
、
１
日
も
早
く

業
績
回
復
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

平
成

年
度
に
給
水
し
た
総
水

２５

量
は
、
約

万
９,
０
０
０
立
方
㍍

９３

で
、
一
般
家
庭
・
営
業
用
等
の
使

用
量
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、

前
年
と
比
べ
約
２
万
３,
０
０
０
立

方
㍍
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

収
益
的
収
支
で
は
、
収
益
が
、

使
用
量
の
減
少
に
よ
り
、１
億
４,

４
８
２
万
円
（
前
年
比
３
１
０
万

円
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
費
用
は
、
電
気
料
金
値
上

げ
に
伴
う
動
力
費
が
増
加
し
た
こ

と
等
に
よ
り
、
１
億
３,
８
３
６
万

円
（
前
年
比

万
円
の
増
）
と
な

３７

り
、
純
利
益
は
６
４
６
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

資
本
的
支
出
の
工
事
に
つ
い
て

は
、
静
岡
県
の
建
久
寺
側
道
橋
新

設
工
事
に
伴
う
建
久
寺
水
道
管
移

設
工
事
や
池
代
急
速
ろ
過
器
塗
装

工
事
を
行
い
ま
し
た
。

委
託
業
務
に
つ
い
て
は
、
継
続

事
業
で
あ
る
水
道
事
業
基
本
計
画

お
よ
び
認
可
申
請
書
作
成
業
務
を

行
い
ま
し
た
。

平
成

年
度
は
、
継
続
工
事
で

２６

あ
る
建
久
寺
水
道
管
移
設
工
事
や

防
災
対
策
と
し
て
の
配
水
池
緊
急

遮
断
弁
維
持
修
繕
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

水
道
施
設
は
、
昭
和

年
か
ら

３０

年
代
に
整
備
さ
れ
た
施
設
が
多

４０く
、
老
朽
化
に
よ
る
改
修
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。
改
修
に
か
か

る
資
金
も
多
く
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
経
費

の
節
減
に
努
め
、
水
道
事
業
会
計

の
健
全
運
営
と
安
全
で
清
浄
な
水

の
安
定
供
給
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

収
益
は
、
営
業
口
数
の
減
少
や

利
用
休
止
の
増
加
が
あ
っ
た
た
め
、

６,
２
８
９
万
円
（
前
年
比

万
円

６４

の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
費
用
は
、
電
気
料
金
の
値

上
げ
に
伴
う
動
力
費
の
増
加
が
あ

り
ま
し
た
が
、
温
泉
量
水
器
の
取

替
費
用
の
減
少
等
に
よ
り
、
６,
０

０
５
万
円
（
前
年
比

万
円
の

５７

減
）
と
な
り
、
純
利
益
は
２
８
４

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

平
成

年
度
は
、
第
１
・
第
２

２６

配
湯
所
の
ポ
ン
プ
オ
ー
バ
ー
ホ
ー

ル
を
実
施
し
、
よ
り
安
定
的
な
供

給
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

温
泉
事
業
は
昭
和

年
の
発
足

３９

以
来

年
目
を
迎
え
、
今
後
各
施

５０

設
の
改
修
に
伴
う
費
用
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
や
、
供
給
収
益

の
更
な
る
減
少
が
推
測
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
施
設
の
管
理
運
営
に
万

全
を
期
す
と
と
も
に
、
加
入
の
促

進
と
経
営
の
合
理
化
に
心
掛
け
て

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度
年
度

２２２２２２２２２２２２５５５５５５５５５５５５２５

事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業
会会会会会会会会会会会会
計計計計計計計計計計計計
決決決決決決決決決決決決
算算算算算算算算算算算算
のののののののののののの
概概概概概概概概概概概概

事
業
会
計
決
算
の
概
要要要要要要要要要要要要要

温
泉
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計

現
在
の
契
約
給
湯
戸
数
は
、
自

家
用
３
２
１
戸
と
営
業
用

戸
で
、

３５

平
成

年
度
は
、
約

万
１,
０
０

２５

２０

０
立
方
㍍
を
給
湯
し
ま
し
た
。

町
営
宿
泊
施
設

伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
事
業
会
計

前年対比（％）差 引

（純損益）

決 算 額項 目
会 計 支 出収 入支 出収 入

１００．３９７．９６４６万円１億３，８３６万円１億４，４８２万円水 道 事 業 会 計

９９．１９９．０２８４万円６，００５万円６，２８９万円温 泉 事 業 会 計

１００．０９５．８△３，６５８万円２億７，３００万円２億３，６４２万円伊豆まつざき荘事業会計

会会 計 別 決 算 状会 計 別 決 算 状 況況
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方
は
自
動
更
新
さ
れ
ま
す
。
新
し

い
限
度
額
認
定
証
は
、
新
し
い
保

険
証
と
一
緒
に
郵
送
し
ま
す
。

現
在
、
限
度
額
認
定
証
を
お
持

ち
の
方
で
、
新
し
い
保
険
証
に
同

封
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
方
は
、
健

康
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
し
く
交
付
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
健
康
福
祉
課
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料
の
通
知

保
険
料
は
平
成

年
中
の
所
得

２５

を
も
と
に
決
定
し
、
８
月
中
旬
に

通
知
し
ま
す
。

既
に
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

天
引
き
）
に
よ
り
４
月
以
降
に
仮

徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
場

◆
保
険
証
に
つ
い
て

８
月
１
日
（
金
）
か
ら
保
険
証

が
変
わ
り
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

（
藤
色
）
は
、
７
月
中
旬
に
「
黄

色
の
封
筒
」
で
郵
送
し
ま
す
。

現
在
、
使
用
さ
れ
て
い
る
保
険

証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、
８
月
１

日
（
金
）
以
降
は
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
新
し
い
保
険
証

が
届
か
な
か
っ
た
り
、
記
載
内
容

に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
は
、
健
康

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
限
度
額
認
定
証
の
更
新

８
月
１
日
（
金
）
か
ら
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

も
変
わ
り
ま
す
。
８
月
１
日
（
金
）

以
降
も
「
対
象
者
」
に
該
当
す
る

合
で
も
、
改
め
て
９
月
中
旬
に
通

知
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

◆
保
険
料
の
納
付

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
か
ら
の
６
カ
月
間
は
、

納
付
方
法
が
普
通
徴
収
（
納
付
書

で
の
窓
口
払
い
、
ま
た
は
口
座
振

替
）
と
な
り
ま
す
。
口
座
振
替
の

手
続
き
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、

送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
を
持
っ
て
、

お
近
く
の
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
除
く
）
、
ま
た
は
役
場
に
忘

れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
国
保
税
が
口
座
振
替
と
な
っ

て
い
た
方
で
、
引
き
続
き
口
座
振

替
を
希
望
す
る
方
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
加
入
後
、
新
た
に
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。）

制
度
加
入
後
６
カ
月
が
経
過
す

る
と
、
年
金
額
が
年
間

万
円
以

１８

上
の
方
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
と
介
護
保
険
料
の
合
計
額
が

年
金
額
の
1
雌
2
を
超
え
な
い
場
合
、

保
険
料
の
支
払
い
方
法
が
特
別
徴

収
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
口
座
振
替
に
変
更
を
希

望
す
る
場
合
は
、
健
康
福
祉
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

平
成

年
度
の
免
除
等
の
申
請

２６

を
７
月
１
日
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

今
年
４
月
に
法
律
が
改
正
さ
れ
、

２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か

の

り
、
免
除
等
の
申
請
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
未
納
期

間
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
お

早
め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
免
除
制
度
】

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
保

険
料
の
納
付
が
全
額
ま
た
は
一
部

免
除
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
一
部
免
除
に
つ
い
て
は
、

一
部
免
除
保
険
料
を
納
付
し
な
い

と
未
納
期
間
と
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

歳
か
ら

歳
未
満
の
方
。

２０

３０

本
人
、
配
偶
者
の
所
得
に
よ
っ

て
審
査
さ
れ
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

各
種
学
校
に
在
学
中
の
学
生
。

本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

【
特
例
免
除
】

退
職
・
失
業
さ
れ
た
方
。

失
業
者
本
人
の
所
得
を
除
外
し

て
審
査
さ
れ
ま
す
。
失
業
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
雇
用
保
険

受
給
者
証
や
離
職
票
等
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

◆
追
納
制
度

免
除
や
納
付
猶
予
を
受
け
た
期

間
が
あ
る
場
合
、
全
額
を
通
常
通

り
支
払
っ
た
時
と
比
べ
、
将
来
の

給
付
金
額
は
少
な
く
な
り
ま
す
が
、

年
以
内
な
ら
免
除
を
受
け
た
期

１０間
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
納
め
た
分
は
老
齢
基
礎

年
金
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
免
除
や
納
付
猶
予
が

承
認
さ
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら

起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
は
、
当

時
の
保
険
料
に
加
算
金
が
つ
き
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
納
付
さ
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

三
島
年
金
事
務
所

０
５
５
（
９
７
３
）
１
４
４
４

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

葛
新
し
い
保
険
証
は

「
藤
色
」
で
す
。

▲こちらの「黄色の封筒」で新しい

保険証を郵送します。
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後後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せせ

珊珊珊珊珊珊珊珊
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珊珊珊珊珊珊珊珊
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珊珊珊珊珊珊珊珊
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国
民
年
金
免
除
制
度
に
つ
い

国
民
年
金
免
除
制
度
に
つ
い
てて

ぼ
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松松松

崎崎

文文

芸芸

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

り
活
動
等
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
資

料
を
ご
用
意
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

昨年度に引き続き、下記の方か

らふるさと納税をしていただきま

した。

○萩原 様（東京都在住）

ありがとうございました。

町
立
図
書
館
で
は
、
町
が
加
盟

し
て
い
る
「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
に
つ
い
て
の
資
料
を
集

め
た
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
。

昨
年
の

月
に
町
の
連
合
へ
の

１０

加
盟
が
決
定
し
た
こ
と
を
契
機
に
、

町
民
の
皆
様
が
連
合
の
活
動
に
つ

い
て
知
り
、
資
料
に
触
れ
、
学
ぶ

機
会
を
育
む
た
め
に
集
め
た
資
料

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

町
に
あ
る
棚
田
等
の
地
域
資
源

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
資

料
の
ほ
か
、
連
合
に
加
盟
し
て
い

る
他
の
町
村
、
団
体
の
ま
ち
づ
く

静
岡
県
花
の
会
連
合
会
の
表
彰

式
が
５
月

日
に
浜
名
湖
ガ
ー
デ

２３

ン
パ
ー
ク
内
で
開
催
さ
れ
、
三
聖

苑
花
ク
ラ
ブ
が
「
花
と
緑
の
功
労

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
長
年
に
わ
た
り
花
を

と
お
し
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
個
人
お
よ
び
団

体
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

三
聖
苑
花
ク
ラ
ブ
で
は
、
一
緒

に
活
動
し
て
く
れ
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
企
画
観

光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

－

俳

句－

手
の
平
に
妻
が
切
り
た
す
冷
奴

少
年
ら
バ
ッ
ト
を
肩
に
青
田
道

山
若
葉
富
士
の
か
ん
ば
せ
そ
の
上
に

尺
蠖
や
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を

し
ゃ
く

と
り

小
く
拭
き

ち
さ

巣
燕
に
宿
貸
す
網
戸
開
き
を
き

初
鰹
旬
を
大
事
と
母
料
る

五
月
雨
に
湯
煙
り
薄
れ
宿
の
傘

朝
夕
に
青
田
見
廻
る
翁
の
杖

一
村
の
神
事
近
づ
く
青
田
風

む
ち
む
ち
と
弾は

じ

け
る
男
の
子
青
田
風

お

愛
犬
の
骨
つ
ぼ
の
冷
え
青
葉
雨

水
木
咲
く
山
に
翼
を
広
ぐ
ご
と

顔
見
せ
る
こ
と
が
お
見
舞
風
薫
る

土
肥
峠
眼
下
の
湾
に
虹
の
橋

小

林

一

男

佐

藤

享

細

矢

金

治

山

本

一

詞

石

田

宏

高

橋

信

夫

佐

伯

重

雄

稲

葉

菊

恵

依
田
ふ
じ
枝

土
屋
規
矩
子

夏

目

和

子

清

水

高

子

吉
岡
う
た
子

松
田
美
智
子

「日本で最も美しい村」連合関連コーナー

【
問
合
せ
】

町
立
図
書
館
（
４
２
）
３
９
７
２

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立
図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館

町
立
図
書
館
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最
もももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美
しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
関
連
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

ココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココココ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
きききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

コ
ー
ナ
ー
が
で
き
ま
し
た
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

資
料
の
一
部
を

紹
介
す
る
よ
！

松崎町マスコットキャラクター

「まっちー」

三
聖
苑
花
ク
ラ
ブ
が

花
と
緑
の
功
労
賞
を
受
賞

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４ 三聖苑花クラブの皆様

ふるさと納税への

ご協力ありがとう

ございました

鴎松崎町

≪一般≫

○日本で最も美しい村 公式ガイドブック

日本で最も美しい村連合／ハースト婦人画報社

○日本で最も美しい村

佐伯剛正／岩波書店

○日本の棚田 保全への取組み

中島峰広／古今書院

≪児童≫

○くまのクウタの１ねん

川口ゆう作／ひさかたチャイルド
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後
世
に
残
し
た
い
日
本
一
の
桜
葉

６
月
も
終
わ
り
、
梅
雨
明
け

が
待
ち
遠
し
く
思
い
ま
す
。
こ

の
季
節
は
、
春
に
芽
吹
い
た
植

物
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

松
崎
町
が
日
本
一
の
生
産
量
を

誇
る
桜
葉
も
こ
の
季
節
に
収
穫

を
迎
え
ま
す
。

桜
葉
の
収
穫
は
、
先
人
が
現

在
の
よ
う
に
畑
で
栽
培
す
る
方

法
を
考
案
す
る
以
前
は
、
山
々

の
桜
の
木
か
ら
の
収
穫
で
、
と

て
も
大
変
な
作
業
だ
っ
た
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

環
境
省
の
「
か
お
り
風
景

百
選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る

桜
葉
を
塩
漬
け
に
し
た
時
の

独
特
の
香
り
は
、
松
崎
な
ら

で
は
の
香
り
で
、
他
の
地
域

で
栽
培
し
て
も
真
似
で
き
な

い
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
日

本
一
の
特
産
品
を
見
出
し
て

い
た
だ
い
た
先
人
の
ご
努
力

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
後

世
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

が
私
た
ち
の
世
代
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
高

齢
化
等
の
問
題
で
生
産
者
の

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
桜

葉
は
生
産
量
日
本
一
を
誇
る
だ

け
で
な
く
、町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
あ
る
偐
ま
っ
ち
ー
做
に
も
描

か
れ
て
お
り
、「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
連
合
加
盟
の
重
要
な

地
域
資
源
で
も
あ
り
ま
す
。

桜
葉
の
生
産
活
動
は
、
一
部

の
農
家
や
有
志
の
方
た
ち
だ
け

に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
町
全

体
が
、
オ
ー
ル
松
崎
町
で
、
今
、

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

桜
葉
を
後
世
に
残
す
べ
く
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～

町長室からこんにちは ◯５５

６/８

棚田百笑くらぶ「ホタル観察会」

石部の棚田では、常葉大学の山田辰美教授を
講師に迎え、ホタルの観察会を行いました。町
内の小学生と保護者約１６人が参加し、ホタルの
生態について学びました。

５/２６

姉妹都市の北海道帯広市から「アスパラ」届く

帯広市から特産品の「アスパラガス」が届き
ました。アスパラガスは、学校給食として、町
内の幼稚園や小学校、中学校の子どもたちが味
わいました。

６/９

帯広市から初夏の花「スズラン」の定期便

帯広市から初夏の花「スズラン」約３千本が
届き、町内の学校や幼稚園、保育園、観光施設
等に配布しました。受け取った園児たちは、北
の大地からの甘い香りを楽しみました。

６/７

第４回伊豆松崎オーシャンスイムレース

岩地海岸では、県内外から約１８０人が参加し、
遠泳大会が開催されました。大会当日は天候も
良く、波も穏やかで、参加者は日ごろ鍛えた泳
力を発揮し、タイムを競いました。

松崎町マスコットキャラクター

「まっちー」

鴎松崎町
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，３６７人（－１１人）

男 ３，５００人（－６人）

女 ３，８６７人（－５人）

世帯数 ３，０５０戸（－６戸）

転 入 １６人 転 出 １３人

出 生 １人 死 亡 １５人

（平成２6年5月31日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 １件 （－１）

物損事故 １３件 （＋４）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 １人 （－９）

二
〇
一
四
年
七
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

〇

二

号

平成２6年５月発生分

（ ）内は前年同月比

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（５５月届出分月届出分））

～～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～

町 の 交 通 事 故

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

◯◯３３００

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！
悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

姉

妹

都

市

通

信

帯
広
市
に
は
、
小
さ
い
な
が
ら

も
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
市
民
か

ら
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
「
お
び
ひ

ろ
動
物
園
」が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
乏
し

か
っ
た
昭
和

年
、
北
海
道
内
２

３８

番
目
の
動
物
園
と
し
て
、
敷
地
面

積
４
・
８
㌶
、
展
示
動
物

種
余
り

２０

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

真
冬
に
は
、
氷
点
下

度
以
下

２０

に
も
な
る
こ
の
地
域
で
、
ゾ
ウ
や

キ
リ
ン
、
ラ
イ
オ
ン
、
カ
バ
等
の

南
方
系
の
動
物
の
飼
育
は
不
可
能

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
冷

た
い
外
気
に
慣
れ
さ
せ
る
訓
練
等

を
経
て
、
飼
育
に
成
功
し
た
最
初

の
動
物
園
と
な
り
ま
し
た
。
現
在

で
は
、
市
街
地
の
中
心
に
あ
る
公

園
内
の
約
７
・
５
㌶
の
敷
地
に
、
７５

種
３
８
０
点
の
動
物
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

北
海
道
内
唯
一
の
イ
ン
ド
ゾ
ウ

「
ナ
ナ
」
は
、
お
び
ひ
ろ
動
物
園

の
一
番
の
古
株
で
す
。
絶
滅
が
心

配
さ
れ
て
い
る
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ

の
「
イ
コ
ロ
（
雄
）
」
と
「
ア
イ

ラ
（
雌
）」、
今
年
の
４
月
に
釧
路

市
動
物
園
か
ら
や
っ
て
来
た
雄
の

ラ
イ
オ
ン
「
ヤ
マ
ト
」
も
間
近
に

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
モ
ル
モ
ッ
ト
や

ウ
サ
ギ
、
ヤ
ギ
と
触
れ
合
え
る

「
ち
び
っ
こ
ふ
ぁ
ー
む
」
も
人
気

で
す
。

夏
は
毎
日
、
冬
は
、
土
・
日
・

祝
日
限
定
で
開
園
し
て
い
ま
す
。

派
手
さ
は
な
い
で
す
が
、
ゆ
っ

た
り
と
動
物
た
ち
を
観
察
で
き
る

お
び
ひ
ろ
動
物
園
に
、
松
崎
町
の

皆
様
も
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

帯
広
市
か
ら

「「
お
び
ひ
ろ
動
物
園

「
お
び
ひ
ろ
動
物
園
」」

姉

妹

都

市

通

信

近
年
、「
ブ
ラ
ン
ド
品
等
を
格
安
で
購
入
で
き

る
」等
と
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
通
販
サ
イ
ト
で
、
日
本
の
業
者
だ
と
思
っ
て

購
入
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
代
金
を
支
払
っ
た
の
に

商
品
が
届
か
な
い
、
粗
悪
な
模
倣
品
が
届
い
た
等

の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
事
業
者
と
連
絡
を
と
ろ

う
と
し
た
と
こ
ろ
、
事
業
者
が
海
外
の
事
業
者
で

あ
っ
た
等
の
事
案
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

怪
し
い
海
外
通
販
サ
イ
ト
を
見
破
る
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
は
、
①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
「
特
定
商
取

引
法
に
基
づ
く
表
示
」
と
し
て
事
業
者
名
、
電
話

番
号
、
日
本
の
住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
、
②

日
本
語
表
記
が
不
自
然
、
③
極
端
な
値
引
き
額
で

あ
る
等
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
庁
は
悪
質
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

公
表
し
て
い
ま
す

。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
は
、
こ
の
よ
う
に
容
易

に
国
境
を
ま
た
ぎ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
解
決
は

必
ず
し
も
容
易
で
あ
る

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
は

便
利
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る

こ
と
も
意
識
し
た
う
え

で
、
慎
重
に
利
用
す
る

必
要
が
あ
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。（

文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田

茂
樹

【
問
合
せ
】
企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

「
海
外
通
販
サ
イ
ト
に
ご
用
心
！
」

インドゾウの葛
「ナナ」

届出人年齢氏 名地 区

光 明８１石 川 行 男八木山

伸 次７２石 導 義石 部

竹 美７７堤 登喜子西 区

喜 美 枝５６石 井 正 人江奈２

松原洋子７５田 所 桂 子江奈１

ス イ７２土 屋 眞雲 見

三 郎９３池 や子松 尾

昭 浩７７藤 井 昭 一那 賀

宏 基７７筑 後 良 致北 区

渡 芳男９０佐藤ゆきゑ櫻 田

おくやみ申し上げます（死亡）

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

滑ホッキョクグマの
「アイラ」

保護者性別名 前地 区

石田光太郎男篤 成
とく なり

指 川

おめでとうございます（出生）


